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１．はじめに 

 マレーシア特許プラクティスによれば、実体審査請求として、マレーシア特許庁によるサー

チおよび実体審査に基づく「通常実体審査」(“Normal Substantive Examination”)、対応外国

特許庁による同一または実質同一発明に対する実体審査に基づく「修正実体審査請求」

(“Modified Substantive Examination”）があります。更に、2011年 2月 15日以降、審査の

早期化を請求することが可能となりました（優先日／出願日から 20 ヵ月以内に査定

（Regulation 27E参照））。 

 

上記のように審査の早期化が請求できるようになりましたが、依然として、出願から審査完

了までに要する期間が長く、通常実体審査の場合、平均 6 年程度と言われています。マレーシ

アが日本企業の生産拠点となっていること、日本からマレーシアへの特許出願件数が 2012年段

階で 1,248 件と増加していること、出願から審査完了までの期間短縮を求める声が産業界から

上がっていること等に鑑み、2014年 10月 1日から PPHが利用できるようにしました。 

 

以下に、マレーシアにおける実体審査および早期審査の形態について説明します。 
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